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概 要

本論文では，日本のマイクロデータを用いて，小学生と中学生のテレビ視聴時間
が彼らの成績に与える影響を分析する．テレビ視聴時間と成績の同時性をコントロー
ルするために，都道府県における視聴可能な民間放送のチャンネル数を操作変数とし
て用いる．そして，テレビ視聴時間が子どもの成績に負または正の影響を与えていな
いという結果を得た．これは同時に，テレビの視聴が子供の成績を低下させるのでは
なく，成績の低い子供がテレビの視聴を長く行っていることを意味している．
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